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講演 7

　皆さん、こんにちは。ありがとうござい
ます。ご紹介ありがとうございました。今
ご紹介いただいたとおり、防災研究所の矢
守と申します。
　今ご紹介をいただきましたが、私は文系
の心理学を専攻した研究者なんです。今、
これでいうと右側のロゴマークですが、た
くさんの災害が、そこにイラストとして描
かれています防災研究所というところに勤
務をしています。
　多くの理工系の先生方と一緒に防災の研
究を進めているということで、きょうは会
場に高校生の皆さんもいらっしゃるという
ふうに伺いましたので、少し高校生や中学
生、そういった皆さんに、理工系の先生方
との共同研究あるいは実践活動について紹
介しながら、心理学と防災学の融合、ある
いは文系と理系の学問のフュージョンにつ
いて感じていただければと思っています。
　さて、ちょうど、あさっては3月11日です。8年前に、これは宮城県の海岸を映しており
ますが、このような惨状が東北地方で展開されてしまいました。あれから8年になります。
左上は、どうしてこの写真がと思われるかもしれません。あれは新神戸の駅前です。
　私は、災害の研究を始めてして長くなります。
　阪神・淡路大震災も研究テーマの一つです。阪神・淡路大震災の被災者の方、主に遺族の
方、災害で家族を亡くした方々と、その語り継ぎの活動を続けてきました。阪神・淡路大震
災は、来年で、発生から25年になります。この語り継ぎの活動も20年以上続けてきました。
その方々と、東日本大震災のある被災地に支援に行きまして、2011年の夏、遊びに行くと
ころもない子供たちを、東北の岩手県の子供たちだったんですけど、お招きをして神戸で
しばらく遊んでいただきました。この写真はお見送りをするところです。

本当に人の命を守る避難訓練：
心理学と防災学の融合

　　矢守　克也 （防災研究所  教授）
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　どうしてこんな写真を出したかというと、あの中の一人、小学生が、昨年、岩手県の甲子
園、野球の選手として出てきまして、みんなで応援に行きました。8年たつと、そういうこ
とも起こるのかと、そのぐらいの年月がもう、小学生だった子が高校生になっているわけ
ですから、経ってしまったのかと、そういう思いがしました。私がしている仕事や実践の
一端をご紹介する意味で、この写真を持ってきました。
　きょうのテーマは、ちょうど午後、森、樹木、木材、地震、耐震、そして津波というふう
に五十田先生にもつないでいただいたので、それを受けて津波の話をいたします。
　言うまでもなく、東日本大震災ではたくさんの方が津波によって亡くなりました。それ
を受けて、この浜松の皆さんもご記憶かもしれません、大震災から約1年後の2012年の3月
31日に、いわゆる南海トラフ地震の想定が公表されました。1年と1カ月後ぐらいですね。
　その想定、つまり、次はこんな地震、津波が静岡県沖から高知県沖にかけて起こるかも
しれないという想定が、あまりにも大きな想定だったということで、この3・31という言葉
は、私、高知県での仕事が非常に多いんですけれども、高知県の方々がよく口にされます。
3・11ももちろん衝撃的だったけれども、3・31、あの日に出た想定で私たちの生活が根本的
に変わってしまう。そんな気持ちがしたというわけです。
　右側は高知新聞の2012年の4月1日の新聞記事です。3月31日を受けた記事です。それか
ら、左は静岡県内の想定について報道し
たもので、偶然ですが、この想定において
全国一、つまり、全国で最悪の高さの津波
を想定された町が2つありまして、一つが
伊豆の下田です。もう一つが高知県の黒潮
町。今から私が詳しく話をする町です。浜
松も、津波高はそれほどではありません
が、津波浸水想定域に多くの方がお住まい
だという意味で非常に深刻な地域の一つだ
と思っています。
　さて、文系だからというわけでじゃな
いですが、最初に短歌を紹介します。これ
は、この方がお詠みになった短歌です。こ
の方というのは真ん中のおばあちゃんで
す。私が左に写っておりまして、右側はお
ばあちゃんのお孫さんで、黒潮町役場にお
勤めの方です。このおばあちゃんと、ある
ことから友人になりました。あることとい
うのは、この短歌を私が知ったというご縁
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です。これは実は国会で何か引き合いに出されたということで、おばあちゃんは、そのこ
とを喜んでおられましたが、有名になった短歌です。ちょっと読みづらいと思うので読ん
でみます。左側の短歌から読みます。あの大きな想定が出た後に、おばあちゃんが自分の
気持ちを歌った短歌です。「大津波来たらば共に死んでやる今日も息（子）が言う足萎え吾
に」、「息」という字が書いてありますが、息子さんという意味で、読み方は「こ」、子どもの
子だと教えてくださいました。もう一度読みますと、「大津波来たらば共に死んでやる今日
も息が言う足萎え吾に」。おばあちゃんは息子さんと一緒に住んでおられて、15メートルぐ
らい浸水するところに2階建てのお家に、その息子さんとお住まいです。しかも、地震が起
こった後、津波が来るまで15分から20分程度しかない。東北以上に地震から後、津波が来
るまでの時間がない場所にお住まいです。よくごらんいただくと、おばあちゃん、 を持っ
ておられます。「足萎え吾に」とありましたが、足が弱っている私に息子が、もう大きな津
波が来たらもう諦めたと、一緒に死んでやるわ、とという歌です。
　一言で言って、ここには、諦めという、絶望の気持ちが表現されていると思います。地震
や津波について、こんなリスクがあります、こんな危険がありますということを研究者の
方が研究してくださって、マスメディアの方が伝えてくださっています。それを聞いて皆
さんが、じゃ対策をしようと、それこそ家の耐震化をしなければいけないねと、対策をし
よう、避難しようというふうに思ってくだ
さるだろうと思って、こういった情報は流
れているわけです。しかし、このスライド
のタイトル、リスクインフォメーションで
はなくて、コミニュケーションになってい
るのは、そういう趣旨なんですけども、情
報（インフォメーション）を伝えれば直ちに情
報を伝えた側の意図どおりのコミニュケー
ションが実現するかというと、そうでもな
いかもしれないということ。このことをこ
の短歌は物語っています。
　現実に、おばあちゃんの住んでいるとこ
ろは15メートルもの津波が、地震の後15
分ぐらいでやってくると聞いて、もうギブ
アップ、諦めましたという気持ちになりま
したという短歌を、おばあちゃんは歌って
いるわけですね。
　これが、きょうご紹介をする避難訓練を
応援するスマートフォンのアプリ「逃げト
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レ」というものです。この「逃げトレ」というものをこの5年間、私どもの研究室でつくって
きたのは、こういった、いわばミスコミュニケーションを解消したいという思いからです。
　逃げてほしいという気持ちを持って伝えているんだけども、かえって逃げるのをやめた
という気持ちにさせてしまっている。じゃ、どんなふうに伝えればいいのか、あるいは、ど
んな訓練をすれば、この訓練を生かして本当に本番でも逃げようという気持ちになってく
ださるのか、そこが研究テーマだということです。　実は、もう1個短歌はあったんですけ
ども、時間の関係で、きょうは省略します。
　もう一方で、これは私の書いた本じゃないんですけれども、ここでのポイントにふさわ
しい本を紹介します。さっきは諦めから逃げないという問題だったんですけれども、もう
一つ、油断して逃げないという方もたくさんいらっしゃいます。浜松にもいらっしゃるか
もしれません。8年前あんなことがあってびっくりした。7年前あんな想定が出て大変だと
思った。だけど、7年間たって徐々に徐々に、大丈夫じゃないか、東海地震ももう何十年も
騒いでいるけども、いまだに大きなものは起きない、大丈夫なんじゃないかなと油断して
逃げないという方もたくさんいらっしゃいます。こちらの問題も何とかしないといけない
と思っています。
　どちらも、結論は逃げないになるからで
すね。諦めて逃げない方も、油断して逃げ
ない方も、アウトプットとして出てくる結
末は逃げないということで共通していま
す。これこそ津波が本当に来たときに多く
の方の命を奪ってしまう一番解消しなけれ
ばいけない問題だからです。
　さあ、そこで、きょうのメインテーマに
行きましょう。これはちょっといろんなと
ころでプレゼンするために1枚に圧縮しているので、わけがわからないと思うんですけど
も、「逃げトレ」という名前をつけましたスマートフォンを使って避難訓練を支援するため
のアプリについてまとめたものです。
　裏を返しますと、きょうのタイトル「本当に人の命を守る避難訓練」ということにさせ
ていただいたんですけれども、避難訓練などの研究をしてきた者として、東日本大震災も
あって、私たちは本当に人の命を救うような避難訓練を提供できていたのかと反省したと
いうわけです。よく避難訓練が、マンネリ化しているし退屈だし、参加する人も少ないと
の指摘がなされ、それは人びとの防災意識が低いからだというふうに言われます。言いか
えれば、研究者は防災意識が低いという一言で、一般の皆さんのほうに責任を押しつけて
いたのではないかという反省の気持ちから、このアプリをつくりました。
　避難訓練のやり方がまずかったんじゃないか、避難訓練をもっとしっかりできるような
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ツールなり方法なりをつくり出せば、多くの方が避難訓練に参加してくださるし、実際に
もそれが役に立って避難ということにつながるんではないかと、こう思ったというわけ
です。
　では、早速、この避難訓練支援アプリ「逃げトレ」を実際に使って避難訓練をしている模
様をちょっとだけ動画で見ていただこうと思います。これは高知県黒潮町というところな
んですけども、アプリを使っているのは、この黒潮町の方です。職員さんです。「逃げトレ」
というものが、こんなんですよということがわかるようなビデオをつくりたいというふ
うにリクエストしましたら、すごくお話好きの女性で、何でも思っていることを口にして
しゃべってくださる女性だったので、とてもいいビデオが撮れたと思っています。感謝し
ています。ちょっとごらんください。
　協力してくださったのは、宮地美さんという女性です。
　　　　　（「逃げトレ」放映）
　右側が訓練の様子、左側にこの方が操作するスマートフォンの画面です。両方が完全に
シンクロして出てきます。
　画面の向こう側に日本一高い津波避難タワーが建っています。ただし、この訓練では、
あそこには逃げません。高台まで逃げる訓練をします。
　これ、津波浸水域が示されているんですね。ここは、地震後何分後に逃げるかをセット
しているところです。東北でも、地震発生から避難開始までは大体平均15分程度でした。
昼間に地震が起こってもそのぐらいです。まして夜に起こったりすると、もっとかかるか
もしれません。
　ちょっとまた音を絞り気味にしていただきまして。このあたり、大体、地震後20分ぐら
いで津波が来ると想定されている地域です。したがって、地震が起こってから15分後くら
いに逃げるという設定を今入れましたので、インプットしましたので、もう5分以下しか
余裕時間がないということです。だから、今、津波が来るまで、3分29秒、28秒へとカウン
トダウンされているところです。
　それから、このあたり、信じられないことですが、今の最悪想定では、浸水深、つまり、
地面から18メートルのところまで浸水するというふうに言われています。画面のほうも見
ていただくと、自分が動いていくと、自分が動いている軌跡が地図の上に出てきます。そ
の後を想定されている津波が追っかけてくる様子をリアルに見ることができます。歩きス
マホが社会問題になっているので「安全には気をつけてくださいね」というお願いはして
使っていただくんですけども。
　ちょっと早送りをしてみます。この画面の色、今赤ですね。でも、だんだん津波から逃れ
ることができれば、オレンジ、黄色、黄緑、そして最終的に津波が来ないとされているエリ
アまで逃げ切るとグリーンになるという仕組みです。その間ずうっと自分が、想定される
津波にあと何分のところまで迫られているのかということが画面に出てくる。今は、あと
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１分30秒、29秒。どんどん、どんどんカウントダウンされていますが、正しい方向へ逃げた
り高い方向へ逃げることができると、あそこの数字がカウントアップ、増えていくという
ことに、もちろんなります。
　今このあたりも非常に切迫していますね。もう後ろに水色のエリアが迫ってきています
よね。もうすぐぎりぎりまで津波が来ているということを示しています。余裕時間が、今9
分ぐらいになって、ちょっと余裕が出てきていますよね。12分になりました。もう大分山
のほうまで上がってきて、もう緑色になっているという状況です。
　一つのポイントとしまして、今までの避難訓練、端的に言って、今の逃げ方で自分は津
波から、あるいは洪水から、火災から逃げ切れたのかどうかという、マルバツが全く出な
い避難訓練であったと思います。私の問題意識はそこにありまして、せめて今の逃げ方で
OKだったのか、だめだったのか、フィードバックできるようなツールをつくりたい。この
思いが、このツールの一番のポイントということになります。
　この後、この方、今逃げた様子をアニメーションで全部振り返ることができる仕組みに
なっています。それをスマホにアルバムとして登録もできます。ですから、今はこっちの
道を通ったけど、次は別の道を通ったらどうかなというような別のトライアルをして比べ
てみることもできます。あるいは、今、自分一人で逃げたけれども、車椅子のおじいちゃ
んを助けて一緒に逃げたらどうなるのか確かめてみようと、その2つを比較することもス
マートフォン上でできます。
　じゃ、その振り返り場面を見ていただきましょう。ちなみに、後で紹介しますけど、こ
のアプリもアイフォン、アイドロイド両方で無料でダウンロードできるようになっていま
す。浜松でも使えるようになっています。よろしければ後で「逃げトレ」で検索してみてく
ださい。
　じゃ、今からその復習の画面をごらんになるはずです。こちらですね。
　本当にぎりぎりのところで逃げているんですね。
　　　　　（放映終了）
　ということで、今「逃げトレ」の実際の使
用風景をごらんいただきましたので、ここ
からもう少し重要ポイントを補足をしてい
こうかなと思います。
　こちらをごらんください。
　　　　　（放映再開）
　いくらこうしたツールをつくっても、
やっぱりおじいちゃん、おばあちゃんっ
て、「わしゃスマホなんて持たん」という方
も多いです。そして、そういう方が東北で
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多く犠牲になりましたし、次回もなってし
まうのではないかと想定されています。で
すから、機械物をつくるだけではなくて、
それを使って地域で活用していただくため
の方法を地域の方と一緒につくるというこ
とも重視しています。
　これは何しているかというと、高知県須
崎市というところで、高等学校の生徒さん
たちに「逃げトレ」を扱っていただいて、生
徒さんと一緒に地域の方がああやって手す
りを持って何とか上がれるような、おじい
ちゃん、おばあちゃんを助けて「逃げトレ」
を使っている場面です。おじいちゃん、お
ばあちゃんが今の訓練のような逃げ方で逃
げ切れたのかどうかを「逃げトレ」を使って
チェックしているという場面です。こんな
形で使い方も、工夫しているつもりです。
　須崎、こんなところなんですけど、この
ぐらいにします。
　　　　　（放映終了）
　こうやって、この地区では、このぐらい
危ない状況でしたとか、この地区はこっち
の避難所が指定されているけど、もう一方
のほうに行ったほうが逃げ切れたおじい
ちゃん、おばあちゃんが多かったです。こ
ういったことを須崎高校の生徒さんが、調
べてくれて、その結果を市長さんまで提言
までしてくれたという様子です。さあ、も
う一つ動画を見ていただきます。「逃げトレ」は、スマートフォンアプリですので、いつで
も誰でもどこで一人でも訓練ができるという触れ込みでつくりました。しかし、実際に津
波が起こるとき、大勢で逃げることになります。大勢で逃げたときには大勢で逃げたとき
特有の現象も起こります。
　混雑をするとか、逆に誰かが「津波だ」と叫んで逃げているので、ほかの人も引きずられ
てうまく逃げれましたとか、プラスにせよマイナスにせよ、大勢で逃げることに固有の現
象もあります。
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　この「逃げトレ」は、もちろん多くの方で持っていただければ一斉訓練のときなどにも
使っていただけるんですけども、そうしなくても、大勢の避難場面を再現できます。こち
らの「逃げトレ」を立ち上げていただくと、位置情報は一種の個人情報なので、それを私ど
もに提供いただけますかという了解を得る画面があります。画面をチェックしていただく
と次に進むようになっています。つまり、、訓練でたくさん使っていただければいただけ
るほど、私どもの方に訓練の移動データがたまるというわけです。その結果を使うと、こ
うやって、別々のときにやった訓練結果を、こうやって、75人分、後からあたかも同時に逃
げたときにどうなるかを再生するような感じで合成できるというわけですね。
　これはあくまで一例ですが緑色の点は小中学生で、小中学生が1列になって、高台がこ
こにあるのですけれども、こちらに逃げていく様子がわかります。この道は避難にとって
非常に大事だというようなことがわかるというわけです。あるいは、混むんじゃないか、
混雑するんじゃないかというようなことがわかるということで、実際にこの集落、これは
高知県の四万十町というところです。こちらでは町の役場の方の協力もあり、こういった
データをもとに、この道の液状化対策が実施されました。また、1カ所ここに橋があるんで
すけど、津波って川を遡上しますので、この橋を渡らないと、ある高台に行けないんです
が、その川に架かる橋を既に耐震補強してくださったというような実績もございます。
　つまり、避難訓練という、俗にいうソフ
トな対策、つまり、人間に関する対策が、橋
を補強するというハードな対策、物の対策
に結びついているということです。ソフト
とハードをばらばらにやるのではなくて、
こんなふうに融合することもできるという
サンプルだと私たちは思っております。
　さて、ここに「逃げトレ」のホームページ
が今あります。これは別に覚えていただか
なくても、検索エンジンで「逃げトレ」と入
れていただくと出てきます。先ほども言い
ましたが、そこに行っていただくと、アン
ドロイド系、それからアイフォン系、どち
らも一般のストアから既にダウンロードで
きるようにいたしておりますので、もしよ
ろしければお使いいただければと思ってい
ます。
　では、最後に、多分あと5、6分時間がある
と思いますので、この「逃げトレ」以外の避
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難訓練について少しだけ補足をしたいと思います。というのも、そのうちの一つはここ静
岡県内で行ったものだからです。きょう、もしかすると関係者が会場にいらっしゃってい
ただいているかもしれません。これは、焼津市内で焼津高校という高校さんと数年前にコ
ラボレーションさせていただいた取り組みです。
　焼津という町も津波対策が必要なところです。静岡県内は大体そうですけども、下田な
どが例外でものすごい高さですが、静岡にせよ浜松にせよ焼津にせよ、それほど高い津波
は来ないと想定されています。ただし、何せ地震から津波がやってくるまでが短いんです
ね。焼津などは、焼津高校のあるあたり、焼津駅のあるあたりで15分足らずでやってくる
という想定です。相当急いで逃げないといけませんが、よく実施されている避難訓練では、
みんなゆっくりおしゃべりしながら歩いているという様子が見られます。それでいいんだ
ろうかというふうに考えました。
　これは焼津高校のテニス部の学生さんだったと記憶してます。足に自信のある生徒さん
を集めてくださいと言ったら、高校の先生が、テニス部だったかソフト部だったか、その
辺、記憶が曖昧で済みません。集めてくださいました。
　ご存じかと思いますが、津波の進むスピード。海の中ではジェット機並みのスピードで
進んでおりますが、陸上になると急にスピードが落ちます。落ちますけど、大体時速40キ
ロです。これは、100メートル走をしてい
る感覚でいうと、大体10秒で100メートル
向こうから、こっちにやってくるというス
ピードです。
　最近、初めて日本人で、そのスピードを
超えた方がいらっしゃいましたけれども、
あの方と戦って勝てるという自信がある方
以外は、津波が見えてから逃げたんでは絶
対遅いというわけです。そこで、安全上の
こともあるので、そこまで速くは走りませ
んでしたけれども、足に自信のあるスポー
ツクラブの生徒さんたちに住民の皆さんを
追っかけてもらう、ツナミストとしてとい
う工夫をしたこともあります。何だ、そん
なことと思われるかもしれませんが、本当
に命を救うための避難訓練を作るために
は、ITばかり追い求めず、こうした小さな
工夫も必要かなと。
　もう一つ、これ最後です。こちらは、先
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ほど見ていただいたような避難タワーで
はなく、玄関先まで逃げるという避難訓練
です。そんなことで意味があるのかとおっ
しゃるかもしれません。普通の避難訓練
では、玄関がスタート、避難タワーの上が
ゴールとなっています。しかし、私たちは、
長年現場で研究するなかであることに気づ
きました。避難訓練に来ない人がいっぱい
いる、という事実です。そして、避難訓練
に来ない人の多くは、やる気がない、気持
ちが足りないのではなくて、行きたくても
行けないんですね。私のような者が、何と
いうんですか、うろうろしていると若い者
に迷惑をかけるというおじいちゃん、おば
あちゃんがいっぱいいました。そういう人
たちは避難訓練に来ないんです。じゃあ、
どうやったらこのおばあちゃん、おじい
ちゃんを救えるのかと考えたときに、一つ
思いついたのが、せめて玄関まで出てきて
という訓練です。これ、おじいちゃん、お
ばあちゃんが言ってくれた言葉の一つで
す。そうやって呼びかけて、みんなが私た
ちのことを見捨てていなかったと知ってう
れしかったというふうにおっしゃってくだ
さいました。一つはそういう効果もありま
す。でも、そういう感情的な問題だけじゃ
なくて、玄関まで出てくるだけでも実務的
にも大きな意味があります。
　ご存じだと思うのですが、東日本大震災
では、玄関から家の中まで入って、「おじい
ちゃん、おばあちゃんどこにいるの、逃げ
なきゃいかん」と言いながら探し回って避
難を呼びかけた消防団や自主防災組織のよ
り相対的には若い人が大量に亡くなって
います。私の記憶が確かであれば、消防団
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の方だけで岩手県内で254名亡くなっています。まったく歩けない方は別途問題解決しな
ければいけませんが、何とか歩ける方だけでも玄関先まで出てきてくれれば、そのおじい
ちゃん、おばあちゃんも助かる可能性が高いし、助けに行くほうの命もかなり守られるこ
とになります。そういう意味で、玄関まで出てくるだけの訓練も私は、それなりに意味が
あると思って、今続けているところです。玄関まで訓練なので、あっという間に終わりま
す。数えていただくとわかるんですけど、約50秒で終わりますので、この動画を見ていた
だいて終わりにしようと思います。
　じゃ、音を上げていただいてお願いします。
　　　　　（映像放映）
　これも地元の中学生が横にいます。中学生に訓練を手伝ってもらうというフレームワー
クにしました。実は、こうやって住宅に上げていただくと、おうちの中の家具固定などの
不備もよくわかるので、おうちに上がっていって家具固定をお手伝いするというようなプ
ロジェクトも一緒にやっています。
　もちろん、このあたりは震度7予想ですので、津波の前にやってくる地震に対して、この
お家がどうかというようなことは、それこそ五十田先生にチェックしていただかないとい
けなくて、そっちも大変難題なんですけども、お家が大丈夫だったとしたらこうやって出
てこれるはずだと。出たところにはいろんな人が既に逃げているはずだという前提です。
　これが、私どもがローテクなほうの取り組みとしてやっておりますことの一つ、屋内避
難訓練でした。
　ということで、これがきょうのまとめのスライドになります。きょうは大体このような
ことをお話ししてきました。最後の行、最初に言いましたように、私は文系の研究者です
が、自然科学の力も借りています。津波の想定とか、ああいったシュミレーション映像と
か、それらはもちろん自然科学系の成果です。
　と同時に、私のような文系の人間も一緒にコラボレーションをして、こういうふうに現
実に何とか役に立つような研究をとチャレンジしています。、京大はこんな研究も、防災
研は、こんな研究もしているんだというこ
とを知っていただきたくてお話をさせてい
ただきました。ちょっと延びてしまったと
思います。ご清聴ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




